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肥満が 13.8％で、やせが 13.6％であった。 
【考察】小学４年生の体格に最も影響力があるのは、妊娠前の BMIであ
った。すなわち、太った母からは太った子どもが育ち、やせた母からは
やせた子どもが育つ。この度の結果では、母の妊娠前体格をみると、肥
満とやせはほぼ同頻度で存在し、肥満のみならず、やせも同様に大きな
問題であると考えられた。母に肥満がある場合、耐糖能異常の有無にか
かわらず次世代の肥満や耐糖能異常に関連する。一方、母のやせは早産
や低出生体重児、児の NCDｓのリスクを生じ、しかも、受精時の栄養状
態が既に関与しているとも言われている。現在の日本において妊娠期を
迎える女性のやせは社会的問題である。この度の検討では、やせた母か
ら児の肥満はみられなかったが、今後も NCDｓの発現に注意して見守る
必要があると考えられる。 
 
 
